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　　　　台湾産 マ メ科植物の成分研 究 （第 3報）
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銀合歓 Leucaena　glauc α （L ）BENTH ， 阿勃勒 Cassia

　　　　fistutα L．な ど 8種植物中の flavonoid
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　Five　flavonol　glycosides，　kaempfero1−3−arabinoside （1），3−xyloside （豆），　quercetin−3−ara −

binoside（皿 ），3−lhamuoside （IV），　 and 　3−galactoside（V ＞，
　 were 　isolated　frα n 　the 　Ieaves　 of

乙eucaena 　 glaucα （L ）　BENTH ．　 From 　 the 　 leaves　 of （］assia 　fistecla　 L ，　 three　 kaempferol

glycosldes，3−glucoside （W ），3−neohesperidoside （W ），and 　3−0 −rhamnQsyl −
（1→2）一［0 −rhamno −

syl
−
（1→6）］−glucoside （clitorin ）（田 ），

　 were 　isolated，　 Afze［in （双 ） and 　quercitrin （IV）were

isolated　from 　Pithecollobium　duluce　BENTH ．

　Vicenin∬　（X ），　 reynoutrin （XD ，　 rutin （皿 ），　 myricitrin （XIII）and 　 robinin （XIV ）were

obtained 　from　the 　leaves　 of 　 Albizxia　 lebbecfe　 BENTH ，　 Aeschynomene　 indica　 L
，
　C αηα呶 伽

lineata　D ．C ，，Flemingia 　cenges 彦α RoxB ．
，
　 and ▽1

’
g7ia　marginat α BENTH

，
　respectively ．

　前報 に ひ きつ づ ぎ台湾産 マ メ 科植 物 の 成 分研 究 を 行 な い ，銀 合歓 Leucaena　glauca （L 、） よ り 5 種（1 〜V ），阿勃

勒（］a ∬ ia、fistula　L．よ り 3種 （VI〜皿 ）の flavonol配糖体を単離同定した ．

　銀合歓 の 乾燥葉を 常法に よ り メ タ ノ ール エ キ ス と な し，熱湯処理 後，エ
ー

テ ル ，酢酸 エ チ ル ，n −・ブ タ ノ ール に て 分

画 し ， そ れぞれ エ キ ス を得た．酢酸 エ チ ル 分画を シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク P −
“ トグ ラ フ ィ

ーに 付 し ， ク 卩 ロ ホ ル ム ーメ タ

ノ ール 混合溶媒を 流下 し，（95 ： 5） の フ ラ ク シ ョ ソ よ り工，黄色結品，mp 　234°

を単離 し，次 い で 丑
〜V の 混合物

を得 ， 実験 の 部記載 の ご と くシ リ カ ゲ ル 分取薄層 ク ロ マ トグ ヲ フ ィ
ーに て ∬，黄色 結品，皿 p243

°

，皿 ，黄色針状晶，

皿 p208D ，　 IV，黄色結晶，　 mp 　I70°
，
　 V ， 黄色 結晶，　 mp 　235°

を 単離 した ．

　 1〜V は い ずれも塩化第 二 鉄反応，フ ラ ボ ン 反応 と もに 陽性で あ り，紫外線照射下 （UVL ）暗褐色 を 呈 し，濃塩酸

に よ る 加水分解 で は ，UVL 下黄色を呈す る aglycone とフ ェ
ーリ ソ グ反応陽性 の 糖部が得られ，　 flavonol配糖体が

予想 され た ，

　1 ， 1 は 酸加 水 分解 に て mp 　273 °

の 黄色 の aglycone を得 ，直接比 較に ょ bkaempferol と同定，糖部 の 検索 よ

り1は arabinose ，　 llは xylose 配糖体が予想 され，標品 との 直接比較に よ りそ れぞれ kaempferol−3−arabinoside3 〕
・

kaempfero1−3−xyloside4 ）
と同定 した ．

　1）第 2 報 ： 森 田直賢，有澤宗久，長 瀬摩智子 ，許鴻源，陳 玉 盤 ， 薬誌 ， 97，701（1977）．

2）L 。 cati 。 n ・ 。 ）3190 　 G ・f・ fl・ ，　 T ・ y・ ma
，

」・pan； b）116 ，　 Ch ・・ g−Chi・g 　S・uth 　Rd ・Sec・3・7ゆ 砿

　 　 Taiwan ．

　3）中沖太 七 郎，森 田直賢 ， 薬誌，78，521（1958）．

　4）L，A 。　Kruglii　and 　V ，　L　GIyzin，
　Khim ．　Prir．　Soedin，4（6），

379（1968）（C ．A ．）．
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　皿 ，W ，　V は 酸加水分解 で い ずれ も aglycone と して quercetin を 同定 し，これ らは quercetin−3−glycoside と予想

され る．糖部に つ い て の 検討 の 結果 皿 は quercetin−3−arabinoside5 ），　IV は quercetin−3−rhamnoside6 ）

，
　 V は que ・

rcetin −3−9alactoside7｝ が 予想され，それぞれ標品との 直接比較 に よ り同定 した，

　阿勃勒の 乾燥葉よ り銀合歓と同様に 抽出 ， 分画し n一ブ タ ノ ール エ キ ス を得， シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ V トグ ラ フ ィ

ーに付し ， ク ロ ロ ホ ル ム ーメ タ ノ ール の 比率を順次変 え て 流下 した ．（92 ；8） の フ ラ ク シ ョ ン よ り V［， 黄色針状晶，

皿 p168
°
，を 得 た ．（90 ： 10）の フ ラ ク シ ョ ン よ リメ タ ノール ー

ク 卩 ロ ホ ル ム に て 再結晶を くりか え し 皿 ， 黄色結晶 ，

mp 　202°

，（80 ： 20）の フ ラ ク シ ョ ン よ り メ タ ノ ール ーク 卩 卩 ホ ル ム に て 粗結晶を析出させ た の ち熱湯再結晶 に て 皿 ，

淡黄色針状品，mp 　 198°，を得た ．　 V［，皿 ，　NM は 諸性状 よ りそれ ぞれ astragalins 〕，　 kaempferol−3−neohesperidoside9 ），

cliterin9 ）

が予想され，標品 と の 直接比較で 同定 した ．

　そ の 他 ， 金亀樹 Pitheeollobium　dulce　BENTH よ り afzelin （皿）10），
　quercitrin（IV），大葉合歓 Albi2xia　lebbeck

BENTH よ り Vicenin　 ff（X ）
10冫，合萠 Aesehynomene 　Lindica　 L ． よ り reynoutrin （XI）

11），浜刀豆 Canavaliα

lineata　D ，　C ．よ り rutin （皿 ）
12），大葉釿葉 Flenzingia　 congesta 　ROxB ．よ り myricitrln （XIII）13）

， 浜班豆 Vigrta

叨 α rg 伽 α’α BENTH よ り rohinin （XIV）
14 ），を単離同 定 した ．

　以上 8 種 の マ メ 科植物に つ い て 無作為的 に flavonoid を検討 した が ，今後は chemotaxono 皿 y の 見地 か ら検討せ

ん とす る．

実　験　の 　部
15）

　 1．銀合歓 よ り 1・vV の 単離

　乾燥葉を常法に よ り MeOH エ キ ス とな し，　 Et20，　 AcOEt ，　 n
−BuOH に て順次分画 し ， それ ぞれ エ キ ス を得 た，

AcOEt エ キ ス を シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーに 対 し，　 CHCIrMeOH 混 合溶 媒 で 流 下 ，

　 CHCl3 −MeOH

（95 ： 5） で 流出す る フ ラ ク シ ョ ソ よ り まず1 ， 次い で 豆〜V 混合 フ ラ ク シ
ョ

ン を 得 た．そ こ で 混合フ ラ ク シ ョ ン を

シ リ カ ゲ ル PLC に 付 し，　 CHC13 −MeOH −H20 （90 ：45 ： 22） に て 展開 し，1 を 分取 し，さ らに （35 ： 16 ： 5）に て 展

開し皿 ， 同溶媒に て 二 重展開 し W ，V を分取 した．分取 した 1 〜V は い ずれ も MeOH に て溶出 し ，
　MeOH よ り再

結晶．

　1 の 性状 ：黄色針状品，mp 　234°

，　PPC 　Rf ： 0．40（solv ．1），0．65（solv ．2），
0．85（solv ．3），　 UV λ需鐸 nm ； 27g

，

314（sh ），
353．標 品 keampferol−3−arabinoside と直接比較に て同 定，

　II の性状 ： 黄色結晶，　 mp 　243
°

，　 PPC 　Rf ： 0．42 （solv 、1），
0，66（solv ．2），

0，80（solv ．3）．　 UV λ黔禦 nm ： 276，300

（sh ），
385．

　III の 性状 ： 黄色針状晶，　 mp 　285
°
，　PPC 　Rf

「
： 0．35（solv ．1），

0．60（solv ．2），
0．70（solv ．3）．　 UV λ醫理 n 皿 ： 257

，

265（sh ），
302 （sh ），354．標 品 quercetin −3−arabinoside と直接比 較に て同定．

　IV の性状 ： 黄色結晶，皿 p　170
°

，　 PPC 　Rf
’
： 0．50（solv ．1），

0．65（sQlv ．2），0，67（solv ．3）．　 UV λ書理 nm ： 257，265

（sh ），
350．標品 quercetin−3−rhamnoside と直接比較に て 同定．

　V の 性状 ： 黄色 結 晶， mp 　235
°
，　 PPC 　Rf ： 0・40（solv ・1），

0・60（solv ・2），　O・　60（solv ・3）．　 UV λ監鯉 nm ： 275，302

（sh ）．360．標品 quercetin −3−galactoside と直接比較 に よ り同定．

　2．阿勃勒よリ VI・vVIII の単離

　乾燥葉を銀合 歓 と同様 に 抽 出
・
分画 し ，

n −BuOH エ キ ス を得 ， シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーに 付し ，

5）太 田 達男，吉崎利夫，生薬，9，24（1955）。
6）A ．G ．　Perkin，　 J．　Chem ．　Soc．，105，1408（1914 ）．

7）中村晴吉 ， 太田達夫 ， 福地言
一郎 ， 薬誌， 55， 800（1935）．

8）中林敏郎，農化，26，539 （1952），
9）森田直賢，有澤 宗久，長 瀬摩智子 ，許鴻源 ，陳玉 盤 ， 薬誌 ， 97， 649（1977）．
10）F．E．　King　and 　R ，M ．　Acheson

，
訊 Chem ．　Soc．

，
1950

，
168．

11）中沖太七郎 ， 森 田直賢 ， 薬誌 ， 76 ， 323（1956），
12）清水 正 夫，太 田元吉，薬誌，71，885（1951）．
13）服部静夫，林　孝三 ，日化，52，193（1931 ）．
14）J．B ．　Harbom ，　 Ph：ytochemistrbi ，

4
，
107（1965）．

15＞融 点は すべ て 未補正 ・ 柳本製作所 MP −3 型 で 測定．　IR は 日木分光製 JASO 　mQdel 　IR −S，UV は 日立製

　　124 型分光光度計 で 測定 ，PPC 溶媒は so ！v ．　1＝ 15A”　AcOH
，
　solv ．2＝・30％ AcOH

，
　solv ．3an −BuOH −

　　AcOH −H20 （4 ：1 ：2）．
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CHC13−MeOH 混合溶媒を流下，．CHCl3−MeOH （92 ： 8）の フ ラ ク シ ョ ソ よ り W ，（90 ： 10）よ り MeOH −CHC13 再

結晶 に て W ，（80 ： 20） よ り MeOH −CHCI3 析出粗結起1を 熱湯再結齶1 し 皿 を得．

　VI の性状 ： 黄色針状品 ，　mp 　168°

，　PPC 　Rf ： 0．43（solv ．1），O．60（solv2 ），
0．65（solv ．3）．UV λ密禦 nm ： 267，304

（sh ），353．標品 astragalin と直接比較に よ り同定 ．

　VII の 性 状 ： 黄色 針状晶，　 mp 　202°

，　 PPG 　Rf ： 0，50（solv．1），
0．75（solv ．2），

0．83（solv ，3）．UV λ搭理 nm ： 268
，

298 （sh ）， 350，標品 kaempfero1−3−neohesperidoside と直接比 較に よ り一致．

　VIII の 性状 ； 淡黄色針状晶 ，　mp 　198
°
，　PPC 　Rf ： 0．84（solv ．1），O．85（solv ．2），0．50（solv ，3）．UV λ諮覊 n 皿 ： 267

，

294 （sh ），348．標 品 clitorin と直接比較に よ り同定，

　3．金亀樹 よ リ IV
，
　IX の 単離 と その 性状

　乾燥葉 よ り銀合 歓 と同 様 に 抽 出 分画 し AcOEt エ キ ス を 得，黄 色 粗結晶を得た．粗結晶を シ リ カ ゲ ル PLC に 付 し ，

CHCI3 −MeOH −H
，
O （26 ： 14 ：4）に て 展開 し，　 W ，m を分取，　 IV は quercitrin と IR に て一致．　 D（，黄色針状 F箔，

mp 工73°，　 PPC 　Rf ： O．65（solv ．1），0．75（solv ．2），0．83（solv ．3），　 UV λ1｝鐸 nm ： 266，297，347．　 IR，　 PMR ，ア セ チ

ル 化物 の 性状 な どよ り afzelin と同定，

　4．そ の他の 植物 よ りの flavonol 配糖体の 単離同定

　い ず れ も銀合歓 と同様に 抽出 ・分画 し，そ れ ぞれ エ キ ス を 得た ．大葉合歓 の rt−BuOH エ キ ス を Et20 飽和 し，氷

室中に
一

週間放置 し，粗結晶 を得 MeOH 再結晶 で X を得 ， 黄色針状晶，　 mp 　236°

，　 PPC 　Rf ： O．50（sQlv ．1），0．63

（solv ．2），0．10（solv ．3），　 UV え需禦 nm ： 278，318 （sh ），340．標 品 と の 直接 比較 に よ り vicenin 　I と同 定．合 萠

の Et20 エ キ ス よ り ）q，黄 色結 晶 ，
　 mp 　208°

， を 得 ，
　 PPC 　Rf ； 0．35（solv ．1），　O．58（solv ．2），

0．85（solv ．3）．　 UV2

留禦 nn1 ： 258，265（sh ），302 （sh ），
353．標 品 reynoutrin と IR に て

一
致，浜 刀豆 の AcOEt 母 液 よ り粗結晶を 得，

MeOH ．再結晶で 齟 ，黄色 針状 晶，　 mp 　185°

を 得た ．　 PPC 　Rf ：  ．55（solv ．1），070 （solv ．2），0，47（solv．3）．　 UV λ

留禦 nm ： 258，265（sh ），300，362．　 IR，混融 な ど よ り rutin と 同定．大 葉折葉 の AcOEt ユ キ ス よ り XIII，黄色針

状晶，mp ユ93°

，を 得，　 PPC 　Rf ： 0，45（solv．1），0．60（sQlv，2），0．70（soIv ．3）．　 UV λ甓覊 nm ： 260，304（sh ），356，
IR に て myricitrin と

一
致，浜豆匸豆 の AcOE 亡 の エ キ ス よ り XIV ，黄色 針 状晶 ，

皿 p　l99
°

， を得，　 PPC 　Rf
’
： 0．75

（solv ．1），0．80（solv ．2），0．40（solv ．3）．　 UV λ馨鐸 nm ： 245，267，350．標品 と の 直接比較に よ り robinin と同定 ．

　5．1．． XIV の 酸加水分 解

　各 々 少量を c．HCI に 溶解し ， 直火 3 分間加熱，冷水を加え遠心分離 し，　 aglycone を 検討，工，皿 ， VI，
　W ， 1咀，

双 ，XIV は kaempferol，皿 ，IV，V ，）江，皿 は quercetin，　 XIII は myricetin と PPC ，　TLC ，　IR に て 同定 ．母 液 は

常法に よ り処 理 し，シ ロ
ッ プ状 とな し PPC （solv ．3）に て糖部 を 検討．1 ， 皿 は arabinose 　PPC 　Rf ： 0．20，1 ，X［

は xylose 　PPC 　Rf ： 0．25
，
工X

，
　XHI は rhamnose 　PPC 　Rf

−
： 0．62，　VI は glucose　PPC 　Rf ： 0，16，顎 ，思 は glucose

と rharnnose 　 PPC 　Rf ； 0，16，0．62，　 V は galactose　 PPC 　 Rf ： 0．14，　 X工V は galactose　と　rhamnose 　 PPC

Rf： O．14，0．62．い ずれ も標品と
一

致．
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